


■真庭なりわい塾とは

真庭なりわい塾は、岡山県真庭市の農山村エリアをフィールドに、これからの農山村

と新たなライフスタイルを模索する人材育成塾です。塾生の多くは30代で、岡山県

内のほか、広島や関西方面からも参加いただいています。

■真庭市中和地区について

真庭なりわい塾のフィールドである、真庭市中和地区（旧中和村）は、人口600

人弱。過疎高齢化が進む地域ですが、水田と里山が広がる景観や人間味にあふれ

る土地柄は、移住希望者にも人気です。

米や野菜の自然栽培、薪のスモールビジネス、ソバ屋、パン屋、陶芸家、森を活用し

子どもたちの教育に取り組む人など、ここ何年かの間に10数組がＩ・Uターンし、活

躍しています。卒塾生も4人が移住しています。

■第６期 塾生募集の概要

2022年６月～2023年１月までの期間、月１回（土日）、全８回の講座

（フィールドワーク、座学など）を現地で行います。募集定員は20名程度。

応募締切は５月12日（木）必着。申込はウェブサイトの応募フォームより。

※塾の説明を兼ねた「真庭なりわい塾プレイベント」（当案内）を、４月23日（土）

は岡山、24日（日）は大阪で開催。５月７日（土）・８日（日）は、希望者を対

象に、現地見学・説明会を開催する予定。

「捨ていないパン屋」

田村陽至さんの紹介

亜細亜大学卒業後、山岳・自然ガイド、環境教育に携

わり、その後、モンゴルに滞在しつつ遊牧民ホームスティな

どを企画する。帰国後、祖父の代から続くパン屋を継承。

売れ残って、捨てられるパンに疑問を持ち、ヨーロッパで修

業。2015年秋から国産有機栽培の麦と自然発酵の種

を使って数種類のパンを焼く「捨てないパン屋」を営む。

2020年、真庭市中和地区に妻子が移住し、二拠点生

活を始める。

真庭なりわい塾の

渋澤寿一・塾長の紹介

東京農業大学大学院修了後、JICA専門家としてパラグ

アイに赴任。帰国後、循環型都市ハウステンボスの企画・

建設・運営に携わる。環境問題を解決するのは、テクノロ

ジーではなく、人の心だと痛感し、NPO活動に転身。

NPO法人共存の森ネットワーク理事長として、真庭市で

は木質バイオマスを活用した産業づくりや地域づくりに長

年携わる。

明治の大実業家、渋澤栄一の曾孫にあたる。

★真庭なりわい塾プレイベント 当日プログラム★

13：00 開場

13：30 主催者挨拶／「真庭なりわい塾が目指すもの」（渋澤寿一）

14：10 スペシャル講義「捨てないパン屋という生き方を選んだわけ」（田村陽至）

14：50 トークセッション「真庭に移住した先輩たち～私たちの豊かさと幸せの基準～

パネリスト：田村陽至（ブーランジェリ―・ドリアン）

小林加奈（松屋館女将・リンエン共同代表）

大岩功（真庭なりわい塾１期生・はにわの森代表）

近藤亮一（禾-kokumono-代表) ※岡山会場のみ

高谷絵里香（農業生産法人 蒜山耕藝）※大阪会場のみ

コーディネータ―：駒宮博男（副塾長・NPO法人地域再生機構理事長）

16：10 塾生募集のご案内

16：30 終了
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